
バディ制度について
 派遣留学から帰国した、あるいはこれから出発
するので、派遣先大学からの留学生と知り合い
になりたい（ボランティアでサポートしたい）。

 専攻語の国の留学生と、知り合いになりたい、
お互いの言語を学習したい。

 大学が、交換留学生と希望する学生を、バディ
としてマッチングする。

 サポートには、謝金等は支払われないので、友
人として（ボランティアで）サポートできる範
囲で活動。
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バディ制度の目的と応募資格

先輩学生などに外国人留学生の教育担当に
なってもらい、友人として付き添う、また
は組織内のルールを指導するなど、留学生
の生活の支援をする。
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本学学部あるいは大学院に在籍する正規生
※個別の事情は留学生課までお問い合わせください。

●応募資格

●目的



留学生の種類
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対象となる外国人留学生とは・・・

交換留学生（ISEPTUFS) 学籍番号の頭 ３２あるいは３３

（4月ｏｒ10月来日、半年から1年在籍）
原則、1年以内に帰国する短期留学生



2024年4月来日予定の留学生内訳 1/3
 交換留学生（ISEPTUFS) 120名 2024年1月末現在
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No. 国・地域_協定校名 受入予定人数
1 イタリア_ヴェネツィア大学 3

2 イタリア_トリノ大学 4

3 イタリア_ナポリ東洋大学 2

4 イタリア_フィレンツェ大学 1

5 イタリア_ローマ大学「ラ・サピエンツァ」 3

6 インドネシア_ガジャマダ大学 1

7 オーストリア_中央ヨーロッパ大学 1

8 オランダ_ライデン大学 1

9 カザフスタン_カザフ国立大学 1

10 カナダ_ブリティシュ・コロンビア大学 2

11 カメルーン_ヤウンデ第一大学 1

12 ザンビア_ザンビア大学 2

13 シンガポール_シンガポール国立大学人文社会科学部 2

14 スペイン_マドリード自治大学 1

15 スロバキア_コメンスキー大学 1

16 セルビア_ベオグラード大学 1

17 タイ_チェンマイ大学 1

18 チェコ_カレル大学 2

19 チェコ_マサリク大学 1
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2024年4月来日予定の留学生内訳 2/3
No. 国・地域_協定校名 受入予定人数
20 ドイツ_ギーセン大学 2

21 ドイツ_シュヴェービッシュ・グミュント教育大学 1

22 ドイツ_マールブルク大学 1

23 トルコ_マルマラ大学 2

24 ニュージーランド_オークランド大学 1

25 フィリピン_アテネオ・デ・マニラ大学 1

26 ブラジル_バイーア連邦大学 3

27 フランス_リール大学 2

28 ブルネイ_ブルネイ・ダルサラーム大学 4

29 ベトナム_ベトナム国家大学ハノイ人文・社会科学大学 2

30 ポーランド_アダム・ミツキェヴィチ大学 4

31 ポーランド_ヤギェロン大学 1

32 ポルトガル_ポルト大学 1

33 ポルトガル_リスボン大学 2

34 ポルトガル_新リスボン大学 1

35 メキシコ_メキシコ国立自治大学 1

36 モンゴル_モンゴル国立大学 3

37 リトアニア_ヴィータウタス・マグヌス大学 1

38 ロシア_サンクト・ペテルブルク国立大学 6

39 ロシア_モスクワ国立国際関係大学 2

40 ロシア_モスクワ国立大学 3

41 ロシア_国立研究大学高等経済学院 1
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2024年4月来日予定の留学生内訳 3/3
No. 国・地域_協定校名 受入予定人数
42 韓国_延世大学 3

43 韓国_韓国外国語大学 2

44 韓国_韓信大学 2

45 韓国_慶熙大学 3

46 韓国_聖公会大学 2

47 韓国_東国大学 2

48 韓国_梨花女子大学 5

49 台湾_国立台湾師範大学 2

50 台湾_淡江大学 2

51 中国_上海外国語大学 4

52 中国_西安外国語大学 2

53 中国_寧波大学 2

54 中国_北京語言大学 2

55 米国_カリフォルニア州立大学ノースリッジ校 1

56 米国_サンディエゴ州立大学 2

57 米国_テキサス大学オースティン校 1

58 米国_ニューヨーク州立大学オルバニー校 3

59 米国_ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校 1

60 米国_ハワイ大学マノア校 3



バディ活動の具体例
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※これらは、活動例であり、活動内容をこれに限るわけで
はありません。留学生の希望を聞きながら、お互いの負担
にならない範囲で必要な支援を行ってください。

活動の対象にならないもの活動の対象になるもの

・バディ学生に過度な負担が生じる活動。

基本的には、ボランティア（友人として）で
きる範囲。困ったことがあれば、留学生課に
相談。また、バディの交代、解消等も留学生
課に報告。
お金の貸し借りはしないように。

①修学上のサポート
・日本語を教えるだけでなく、留学生の母語
を学ぶ（タンデム学習）
・履修登録の方法や、お勧めのクラスを教え
る。
・ランチを取りながら、会話の勉強など
活動内容は自由。

②日常のサポート
・一緒にお買い物、吉祥寺案内、
神社・名所案内OK

・日本での習慣や大学内のルールを伝える。

オンライン交流もOK!ただし、留学生課が教
えるのは、お互いのメールアドレスだけ。
SNS等の連絡先は、お互いに了承の上、交換
すること。



応募から決定まで
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3月中に留学生課から連絡が無い場合、マッチングが出来なかった
可能性がありますので必要に応じて個別に留学生課にお問い合わせください。
ただし、その後留学生から希望がありマッチングができた場合、個別に
バディの依頼を留学生課から連絡させていただくことがあります。

バディから連絡を取り活動開始

活動頻度や活動内容は自由

3月中旬:マッチング決定連絡

お互いのメールアドレスを留学生課からメールにて連絡

応募:web申請（締切:2/26（月））

https://business.form-mailer.jp/fms/60da55ac117551

↓web申請↓



バディの継続
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バディ活動は、原則として、一度マッチングを
されたらその留学生が帰国するまで継続します。

 継続に当たって特別な手続きは必要ありません。
 留学生の帰国などでバディ相手が居なくなり、新し
いバディ相手がほしい場合は、次の募集期間に改め
てバディに応募して下さい。

 留学生の在籍期間中、バディ関係で問題がおきまし
たら留学生課に相談に来て下さい。



最後に

留学生課の連絡先
（バディに関すること）

TEL: 042-330-5184

E-mail: ryugakusei-kyouiku@tufs.ac.jp

(メールアドレスはすべて小文字)

携帯電話やメールの着信制限をしている場合、
上記の電話番号・ドメイン名(@tufs.ac.jp)が着信
できるように設定してください。
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○バディ活動の内容
・修学上のサポート
・買い物などの日常生活のサポート

・その他（おしゃべりや一緒にランチ!）

・日本の名所等の案内

●参考●
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2023年度春学期バディ実施日本人学生アンケートより

○バディ活動の頻度
約７割の人が１ヶ月に１回以上バディ活動を実施。



●参考●
○バディ活動のよかったところ（日本人バディから）
 留学生と知り合う良い機会になる
 バディ制度で知り合った留学生からその知人へと、友達の輪
が広がり人脈が増えた

 お互いの文化を紹介しあい、非常に有意義な時間を過ごすこ
とができた

○留学生からの意見
 バディがいると思うと来日の不安が軽減された
 旅行などにも行き、充実した時間を過ごせた
 バディとは1度会っただけでその後交流がなかった
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2023年度春学期バディ実施日本人学生・留学生アンケートより


